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2026年3月期１Q決算のポイント：順調、やや営業利益上振れ

売 上 高 ：35,305百万円 前年同期比＋16.5%（期初予想進捗率 通期26.2%・２Q54.3％）

営業利益： 1,033百万円 同＋59.3%（同 通期31.3%・2Ｑ62.6%）

事業環境

各セグメントの状況

・インバウンド需要は伸長。他方、物価上昇による個人消費の弱含みが続く

・米国の関税政策の進行や中東軍事衝突などによる経済的影響で、海外情勢の不安定感強まる

・設備投資意欲は堅調だが、人手不足が続き納入時期が長期化する傾向あり

食品事業：増収増益 インバウンド需要によりカニなどの高価格帯商材が販売増

海洋事業：増収増益 まき網用漁具資材などの需要が安定して推移、養殖用生簀や機資材の販売も堅調

機械事業：増収増益 インバウンド需要の伸長で国内惣菜・冷凍食品工場の設備更新など受注増

資材事業：増収増益 生産コスト上昇により一部商材苦戦も印刷用フィルムや包装資材の販売は堅調



2026年3月期1Q決算：増収増益で順調にスタート

（単位：百万円）
2025年

3月期1Q
構成比
（％）

2026年
3月期1Q
実績

構成比
（％）

前年同期比
（％）

2026年
3月期2Q
期初予想

２Q予想に
対する進捗率(％)

売上高 30,297 100.0 35,305 100.0 16.5 65,000 54.3

売上総利益 2,877 9.5 3,387 9.6 17.7 － －

販売費及び
一般管理費

2,228 7.4 2,353 6.7 5.6 － －

営業利益 648 2.1 1,033 2.9 59.3 1,650 62.6

経常利益 804 2.7 1,174 3.3 45.9 1,750 67.1

親会社株主に帰属する

四半期純利益 632 2.1 846 2.4 33.9 1,250 67.7

食品はインバウンド需要でカニなどの高価格帯商材の販売伸長
機械は惣菜関連工場建設案件や冷食工場設備更新で大幅増収

売上高：35,305百万円（＋16.5%)

営業利益：1,033百万円（＋59.3%）
海洋は養殖餌料の原料仕入れコスト抑制により利益改善
機械は国内受注増、円安効果で米国向け中華総菜設備納入により増益
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2026年3月期1Q決算・事業別動向（前年同期比）

（単位：百万円） 2025年3月期1Q
構成比
（％） 2026年3月期1Q

構成比
（％） 増減

全体
売上高 30,297 100.0 35,305 100.0 +5,008

営業利益 648 － 1,033 － +384

食品
売上高 18,552 61.2 22,083 62.5 +3,531

営業利益 423 40.9 433 30.1 +9

海洋
売上高 5,843 19.3 6,205 17.6 +361

営業利益 260 25.1 333 23.2 +73

機械
売上高 2,936 9.7 3,925 11.1 +989

営業利益 211 20.5 532 37.1 +320

資材
売上高 2,279 7.5 2,419 6.9 +139

営業利益 68 6.7 107 7.5 +38

バイオティックス
売上高 65 0.2 63 0.2 △1

営業利益 △5 － △7 － △1

物流
売上高 594 2.0 582 1.6 △11

営業利益 34 3.3 10 0.7 △24

その他＊
売上高 27 0.1 26 0.1 △0

営業利益 35 3.5 19 1.4 △15

全社費用 △380 － △397 － △17

＊その他は、不動産賃貸業など。営業利益構成比は、全社費用控除前。

主要４事業が増収増益 ※機械事業が国内外設備投資意欲堅調で業績牽引
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貸借対照表（要約）：従来同様に１Ｑで水産物確保し、拡販準備を進める

（単位：百万円） 2026年3月期1Q 前期末増減

流動負債 35,987 ＋3,901

支払手形及び買掛金
電子記録債務 14,021 △70

短期借入金 13,309 ＋5,533

固定負債 20,950 ＋166

純資産 30,608 ＋378

株主資本 25,692 ＋401

その他包括利益計 4,897 △23

負債・純資産合計 87,545 ＋4,446

（単位：百万円） 2026年3月期1Q 前期末増減

流動資産 60,892 ＋4,391

現金及び預金 7,202 ＋1,246

受取手形及び売掛金
電子記録債権 18,506 ＋1,094

商品及び製品 29,641 ＋2,639

固定資産 26,515 ＋65

有形固定資産 10,530 △63

無形固定資産 624 △23

投資その他の資産 15,361 ＋152

資産合計 87,545 ＋4,446

資産の部 負債・純資産の部

水産物の相場高騰続くが、通販、ふるさと納税返礼品や外食向けの需要増を見込み、
従来同様、積極的に在庫を確保。年末商戦(3Q)で着実に消化される見通し
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事業環境と今期見通し
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2026年3月期１Q（足元の状況） 2026年3月期今後の見通し

外部環境はまずまず、予定通り2026年3月期業績は過去最高更新へ

外部環境

内部環境

外部環境

内部環境

・新中期経営計画がスタート
・主要４事業の業績は順調な滑り出し
⇒機械事業が牽引
・中長期的利益成長に向けた社内浸透施策
(タウンミーティング)を実施

・インバウンド需要は伸長
・外食・業務用向けも堅調
⇒食品：カニ等主要商材の引き合い増
⇒機械：恒常的な人手不足で国内設備投資

意欲は継続
海外も円安効果で需要増

・国内：各種政策効果による個人消費改善
インバウンド需要増に期待

・海外：米国の通商政策を含む国際情勢の
先行き不透明感が不安要素

・新中計初年度は更なる収益拡大への助走期間
⇒食品:年末商戦に向けた準備とブランド強化
⇒海洋:陸上養殖事業の構築、環境商材の販売促進
⇒機械:海外展開推進、短期と中長期の両目線で
更なる収益拡大へ

⇒内外環境変化はあるものの大枠の見通しに変更なし



売上高 営業利益

2025年3月期
（実績）

構成比
（％）

2026年3月期
（計画）

構成比
（％）

2025年3月期
（実績）

構成比
（％）

2026年3月期
（計画）

構成比
（％）

通期 133,900 100.0 135,000 100.0 3,002 100.0 3,300 100.0

１Q 30,297 22.6 35,305 26.2 648 21.6 1,033 31.3

２Q 31,310 23.4 29,695 21.9 582 19.4 617 18.7

上期 61,607 46.0 65,000 48.1 1,230 41.0 1,650 50.0

３Q 42,386 31.7 － － 1,516 50.5 － －

４Q 29,907 22.3 － － 255 8.5 － －

下期 72,293 54.0 70,000 51.9 1,772 59.0 1,650 50.0

四半期業績：順調な滑り出しだが一部前倒し分あり、通期見通しは変更なし

（単位：百万円）

前期：機械事業の海外案件が4Qへズレ込み、食品事業の年末商戦と合わせて利益は下期に集中
今期：機械の受注分が順調に検収完了。通期では織り込み済みのため業績見通しに変更なし

[機械]
一部前倒し

[食品]
年末商戦

（実績）（実績）
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（単位：百万円） 2025年3月期
構成比
（％） 2026年3月期

構成比
（％）

前期比

（％） ＋差異

売上高 133,900 100.0% 135,000 100.0% +0.8% +1,099

営業利益 3,002 2.2% 3,300 2.4% ＋9.9% +297

経常利益 3,601 2.7% 3,500 2.6% △2.8% △101

親会社株主に帰属する

当期純利益 2,666 2.0% 2,500 1.9% △6.3% △166

売 上 高 ：①インバウンド需要拡大・消費活動活発化で食品事業で増収を見込む
②海洋事業は養殖事業の拡大で増収を見込む
③機械事業は前期の大型案件による反動減を想定

営業利益 ：①主要４事業は、全て増益を想定
②食品事業は高品質・高付加価値な商材に注力し、収益性向上へ

売上高1,350億円（＋0.8％）、営業利益33億円（＋9.9%）
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2026年3月期見通し：期初見通しに変更なし、過去最高売上高・営業利益更新へ
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期末配当 中間配当 配当予想 (単位：円)

配当金：2026年3月期、3円増配の年間100円を予定（中間50円＋期末50円）

新中期経営計画目標値達成へ向けて、積極的な株主還元へ

記念配

(計画)

＊2017年3月期以前は併合前の数字を、2024年3月期中間期以前は分割前の数字を調整

・2025年3月期：期末配当は52円（前期比＋7円）⇒年間では97円
※配当性向30%以上

97
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29.1%

18.6%

28.2%

14.5%

11.5%
12.4%

23.4％

31.8%
30.3%

2016/3

・2026年3月期：年間100円を計画
※新中期経営計画目標値：配当性向35％以上、実質累進配当政策は継続

100

(実績)

配当性向



本資料に記載されております業績見通し等の将来に関する記載は、
現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
また、本資料の著作権を含む一切の権利はニチモウ株式会社に帰属します。

IRに関するお問い合わせ
ニチモウ株式会社 総務部IR担当

E-mail：ir@nichimo.co.jp
TEL：03-3458-3020 2025年8月8 日
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